
○郡山市少年センター条例施行規則 

昭和52年12月２日 

郡山市規則第21号 

改正 平成16年３月５日郡山市規則第６号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、郡山市少年センター条例（昭和40年郡山市条例第117号。以下「条例」という。）の施行について必要な事項を定めるものとする。 

（委員） 

第２条 条例第４条第２項の運営協議会の委員（以下「委員」という。）は、次に掲げる者のうちから市長が任命又は委嘱する。 

(1) 福祉関係機関の職員 

(2) 教育関係機関の職員 

(3) 警察司法関係機関の職員 

(4) 学識経験者 

(5) 市の区域内に住所を有する者 

２ 委員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（平16規則６・一部改正） 

（会長及び副会長） 

第３条 運営協議会に会長及び副会長１名を置き、委員の互選によって定める。 

２ 会長は、運営協議会を代表し、会務を総理する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第４条 運営協議会の会議は（以下「会議」という。）は、会長が招集し、その議長となる。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数で決する。ただし可否同数のときは、会長が決する。 

（補導員） 



第５条 条例第５条に規定する補導員の定数を150名以内とする。 

２ 補導員は、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

(1) 学校教育関係者 

(2) 社会教育団体関係者 

(3) 保護司等団体関係者 

(4) その他市長が適当と認める者 

３ 補導員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員が生じた場合の補欠補導員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（平16規則６・一部改正） 

（委任） 

第６条 この規則に定めるもののほか必要な事項は、別に定める。 

附 則 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

２ この規則施行の際、現に運営協議会の委員に委嘱又は任命されている者の任期については、第２条第２項の規定にかかわらず、昭和53年５月31日まで

とする。 

３ この規則施行の際、現に補導員に委嘱されている者の任期については、第５条第３項の規定にかかわらず、昭和54年６月30日までとする。 

附 則（平成16年郡山市規則第６号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

 


